「満洲事件費」はどのように使われたか（5） by 平井 廣一


















































































































1931 1932 1933 1934 1935
関東軍 3,379 36,389 81,832 68,224 59,719
第2師団 646 2,481 20







計 37,040 46,113 87,680 68,399 59,719
満洲事件費予算額 6,567 183,132 145,990 133,834 162,359
　　兵器費 1,050 62,025 28,003 24,417 29,383
　　糧秣費 1,009 16,288 17,866 19,503 18,230
　　築造費 716 8,756 23,058 23,368 24,427
　　運輸費 1,239 28,143 13,628 9,537 20,530
























































































俸給 12　（0.0） － －
需品費 3,128　（3.8） 4,178　（6.1） 3,180　（5.3）
郵便電信費 321　（0.4） 539　（0.8） 500　（0.8）
糧秣費 10,261（12.5） 13,391（19.6） 4,945　（8.3）
被服費 1,118　（1.4） 1,696　（2.5） 4,877　（8.2）
兵器費 7,310　（8.9） 5,721　（8.4） 2,787　（4.7）
馬匹費 335　（0.4） 216　（0.3） 142　（0.2）
演習費 344　（0.4） 815　（1.2） 3,662　（6.1）
患者費 339　（0.4） 336　（0.5） 397　（0.7）
運輸費 29,425（36.0） 12,780（18.7） 11,400（19.1）
築造費 21,820（26.7） 23,296（34.1） 22,640（37.9）
旅費 2,624　（3.2） 1,380　（2.0） 1,900　（3.2）
傭給 2,918　（3.6） 2,699　（4.0） 2,200　（3.7）
諸手当 1　（0.0） － 70　（0.1）
接待費 35　（0.0） 41　（0.1） 60　（0.1）
雑費 1,835　（2.2） 1,110　（1.6） 900　（1.5）
給与 6　（0.0） 23　（0.0） 18　（0.0）
賞与 － 3　（0.0） 2　（0.0）
軍用鳩諸費 － － 9　（0.0）
軍用犬諸費 － － 30　（0.1）
計 81,832（100.0） 68,224（100.0） 59,719（100.0）
出所）表１と同資料により作成。
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表３　満洲事件費による地上兵器調弁
　31年度　4,831,500円
戦車 トラック 自動車 自動二輪車 銃砲




























戦車 トラック 自動車 自動二輪車 銃砲




























































































戦車 トラック 自動車 自動二輪車 銃砲
─ ─ ─ ─ 11年式軽機関銃空砲銃身 500
弾薬 その他































































































戦車 トラック 自動車 自動二輪車 銃砲


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































軽機関銃 374 166 144 4 688
重機関銃 83 32 48 163
擲弾筒 72 45 72 189
曳火手榴弾 2400 1500 2400 6300
平射歩兵砲 8 4 14 26
曲射歩兵砲 16 4 8 28
迫撃砲 12 24 36
野砲 16 16 32















































































































































































1931 1932 1933 1934 1935 1936
地上兵器 4,831 27,336 3,000 318 15,095 1,333
航空器材 1,679 16,743 10,842 5,102 8,039 3,890
弾薬 100 6 463 … 135 …
器材 1,228 1,221 … 1,965 … 2,500
計 7,838 45,306 14,305 7,385 23,269 7,723
満洲事件費・兵器費（予算） 1,050 62,025 28,003 24,417 29,383 36,960
同（決算） 14,892 64,848 36,648 29,220 32,095 34,917
出所）表１，表３～表６。
円に上り，陸軍はそのうちの70数万円で91式
戦闘機6機，88式偵察機4機，88式軽爆撃機5機
を「愛国飛行機」として各社に発注した（『大
阪朝日新聞』1932年3月23日）。満洲事変にお
けるいわゆる献納兵器については，別稿を予
定している。
（14） 以上の説明は，前掲『日本陸軍兵器集』205頁，
『日本軍航空機総攬』（新人物往来社，1994年，
50頁による。
（15） 同上『兵器集』205頁，『総攬』51頁。
（16） 同上『兵器集』205頁，『総攬』52頁。
（17） 同上『兵器集』178頁，『総攬』23頁。
（18） 同上『兵器集』179頁，『総攬』25頁。
（19） 同上『総攬』38頁。
（20） 同上『兵器集』197頁，『総攬』40頁。
（21） 同上『兵器集』197頁，『総攬』39頁。
（22） 同上『兵器集』197頁，『総攬』41頁。
（23） 以上，川崎，中島，三菱の発動機の製造権の
購入と試作については，『陸軍航空兵器の開発・
生産・補給』（『戦史叢書』　東雲新聞社，1975
年），105～106頁。
（24） 前掲『兵器集』，107頁。
（25） 同上『兵器集』127頁。
（26） 同上『兵器集』126頁～127頁。
（27） 関東軍飛行隊は，満洲事変開始直後から張学
良軍に対して飛行機からの爆弾投下を行なっ
ていた。例えば，1931年10月8日には，新民東
北約30kmの中国軍に対して爆弾40発を投下
している（『満洲事変作戦指導関係綴』10月8
日　C1212000100）。この爆撃で使用されたの
は，88式軽爆撃機であろう。
（28） この機種の機体とその搭載エンジンである「サ
式230馬力発動機」各6機分，及び同機用のプ
ロペラ12本が，1928年5月に第2次山東派遣部
隊用として第6師団に交付されている（「航空
器材交付ノ件」C04021730400）。
（1） 陸軍省「歳入歳出科目表附解疎」（アジア歴史
資料センターC14010099900）
（2） 皆川國生「陸軍造兵廠作業会計小論」（『商学
論集』第59卷第4号，1991年）230頁の「図１
兵器制式審査・調弁→生産補給系統国」を参
考にした。。
（3） 「兵器調弁の件」C01003253200（1937年4月1
日付），C01003305800（1937年4月6日付）。
（4） 『日本陸軍兵器集』（KKワールドフォトプレ
ス，1979年）35頁～38頁。
（5） 同上書，134頁。
（6） 以上の説明は，中沖満＋GP企画センター『国
産トラックの歴史』（グランプリ出版，2005年），
18～21頁による。
（7） 同上書，22～25頁。
（8） 同上書，27頁。
（9） 宗像和広・兵頭二十八編著『日本陸軍兵器資
料集　泰平組合カタログ』（新人物往来社，
1994年），24頁。
（10） 同上書，50，52，89頁。
（11） 同上書，32頁。
（12） 例えば，満洲事変の勃発時に満洲に派遣され
ていた第2師団は歩兵第4，第29，第16，第30
連隊にそれぞれ機関銃隊が配備されていた（拙
稿「満洲事件費はどのように使われたか（2）」
（『北星論集』第54卷第1号，2014年）2頁。
（13） このうち，88式偵察機と91式戦闘機，及び88
式軽爆撃機は，国民の「航空献金」で調弁さ
れている。この献金は，32年3月末までに86万
